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岩手県のリンゴ園地に生息するカブリダニ類

羽田厚*

Monitoring Survey of Predatory Mite Living in Apple Orchard in I wate Prefecture 

Hiroshi HADA * 

岩手県内のリンゴ園地に生息するカブリダニ類を2年間にわたり調査した.

調査した全ての地点でケナガカブリダニの生息を確認した.ケナガカブリダニおよびフツウカブリダニは，

全県的に生息が確認された. ミヤコカブリダニは県中部および県南部で生息が確認されたが，優占してい

る園地は県南部でのみ確認された

園地問，年次聞の差はあるものの，ケナガカブリダニは，主として8月以降増加する傾向が認められた.
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これまで岩手県では，リンゴの重点防除筈虫であるハ

ダニ類に対し，効果的防除かっ薬剤抵抗性発現の回避を

目的に殺ダニ剤のローテーション体系を示してきたとこ

ろであり，この体系は現地でほぼ定着している.しかし，

今後数年間は殺ダ、ニ剤の新規登録予定は無いため，既存

剤に対する感受性低下個体群が出現すると，ローテーシ

ヨン散布体系を維持することはほぼ不可能な状況にな

る.このような状況下でハダニ類を効果的に防除するた

めには，既存の防除体系に加えて，カブリダニ類等の土着

天敵を維持した，ハダニ類の蔓延しにくい圃場環境を整

えることが今後さらに重要になってくると考えられる.

東北地方のリンゴ園地に生息するカブリダニ類につい

ては，これまでにいくつかの知見が得られており，病害虫

の防除体系や周辺環境等，様々な要因によって，その生息

状況は大きく変遷することが示されている (2，4). しか

し岩手県においては，ハダニ類に対する土着天敵の種組

成や発生生態に関する知見は，一部の園地を対象とした

研究 (7)を除き，これまでほとんど得られていない

そこで，岩手県内各地のリンゴ園地に生息するカブリ

ダニ類についての基礎的知見を得ることを目的とし 2

年間の現地調査を実施し，その結果を報告する

なお，本研究を実施するにあたって，カブリダニ類の

同定方法を詳しく教えていただいた独立行政法人農業・

食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所の豊島真吾

博士に謝意を表する.

*岩手県農業研究センター

材料および方法

1 .調査地点

岩手県内のリンゴ園地16地点(県北部4地点，県中部

6地点，県南部6地点)を調査した

2.調査時期

2010年および2011年の，6月から 9月の期間，月あたり

2回，調査地点を巡回し，サンプリング調査を実施した

3.調査方法

各園地から任意に 10樹(品種:ふじ)を選抜し，目通

りの高さの新梢葉を， 1樹につき 5枚採取した採取した

サンプルは，ハダ、ニ掃落調査器 (DIK同7200:大起理化工

業株式会社)に葉先側から 2回，葉柄側から 2回通し，払

い落とされたカブリダニ類を実体顕微鏡下で計数した

計数後，全個体をホイヤー氏液で封入してプレパラート

を作成し位相差顕微鏡下でカブリダニ類を同定した

結果と考察

1 .岩手県内のリンゴ園地におけるカブリダ二類の分布

および種組成

2010年および2011年に調査を実施した地点を第 l図

に示す.調査した全ての園地においてケナガカブリダニ

Neoseiulus womersleyiが採取されたケナガカブリダニ

およびフツウカブリダニ Typhlodromusvulgarisは全

県的に採取されたが，ミヤコカブリダニ Neoseiulus

californicus は県中部および、県南部でのみ採取され，県北

部では採取されなかった.キタカブリダニ Scapulaseius

Iwate Agricultural Research Center， Narita， Kitakami， Iwate， 024-0003 Japan 
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第 1図岩手県内各地の調査地点およびカブリダ、ニ類の生息確

認地点.図中の記号は以下の通り.

[生息、が確認された種の凡例]

• [調査地点、]

凡例 0:ケナガカブリダニ (¥JJ:フツウカブリダニ
.・ミヤコカブリダニ 大:キタカブリダニ

oguroiは県南部および県中部の2地点においてのみ採

取された

採取されたカブリダニ類の種組成を第 l表に示す.本

研究において，合計744頭のカブリダニ類が採取された

が，最も個体数が多かったのはケナガカブリダニで，雄

および幼若虫(n=155)を除く総個体数の 52，5%を占め，次

いでフツウカブリダニカ宝34.3%. ミヤコカブリダニは

12.9%であった優占園地率の地域別内訳で見ると，ミヤ

コカブリダニが優占していた園地は，県南部のみで確認

された.

ケナガカブリダニは主にナミハダニ (3)，フツウカブリ

第 1表岩手県内のリンゴ園地で採取されたカブリダニ類

(2010年および2011年)

ケナガ フツウ ミヤコ キタ

カブリダニカブリダニカブリダニカブリダニ

309 202 76 2 

52.5 34.3 12.9 0.3 

採取個体数

個体数比率a)

発生園地率b) 100.0 62.5 50.0 12.5 

優占園地率c) 56.3 31.3 6.3 0.0 

(優先園地率の 県北部 50.0 50.0 0.0 0.0 

地域別内訳) 県中部 66.7 33.3 0.0 0.0 

県南部 66.7 16.7 16.7 0.0 

a) 個体数比率.雄および幼若虫を除く総個体数 (n=589)
に対する，当該種の比率(%)

b) 発生園地率:調査園地数に対する，当該種の生息を確認

した園地の割合(%)
c) 優占園地率・調査園地数に対する，当該種の割合が一番

高い園地の割合(%)

ダニはリンゴハダニ (7)に対する天敵として有望である

ことが報告されている種であり，岩手県内のリンゴ園地

においても，これら 2種のカブリダニを高密度で維持で

きる圃場環境を整えることは重要であると考えられる

また，静岡県のウンシユウミカン (4)や，九州、|のカン

キツ園地 (5)，あるいは福島県の果樹園 (6)においても，

ミヤコカブリダニが急激に分布を拡大した事例が報告さ

れている.後藤ら (2)は，ケナガカブリダニと比較する

と ミヤコカブリダニの耐寒性はわずかに低いが，越冬

可能な地域であれば，定着する可能性があることを示し

た 今回の調査結果は，ミヤコカブリダニは岩手県中部

でも越冬可能で、あることを示しており，将来的に岩手県

中部のリンゴ園地においても， ミヤコカブリダ、ニが優占

する事例が観察される可能性はあると考えられる.

2.岩手県内のリンゴ園地におけるカブリダニ類の発生

パターン

2年間の調査で得られたデータを種ごとに集計する

と フツウカブリダニおよびミヤコカブリダニについて

は，採取頭数および園地数が少なかったことから，発生

パターンは明確ではなかったが、ケナガカブリダニの個

体数は， 6 月 ~7 月までは少なく， 8月以降増加する発生

パターンを示した(第2図)• 
このケナガカブリダ、ニの発生パターンは，舟山(1)が

示した，殺虫剤無散布リンゴ園地における発生パターン

と類似していたこのことから，これまで通常の防除体系

が実施されていた現地リンゴ園地において，カブリダニ

類に対する殺虫剤の影響を減らした場合， 8月以降にカ

ブリダニ類の密度が高まる可能性が高いと考えられる.

岩手県における現在のハダニ類の防除体系は， 6月中

句から 7月上旬に基幹防除を実施し，そのおよそ 1ヵ月

後に補完防除を行う 2回防除体系を基本としている.
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第2図岩手県内のリンゴ園地で確認されたカブリダニ類の時

期別発生状況

2010年および2011年に調査した全16地点で採取されたカブリ
ダニ類頭数を，調査時期ごとに示した各変数は以下の通り

である.

←最大値

←データの第3四分位(75%)

圃 T データの中央値(50%)

←データの第 l四分位(25%)

←最小値

今回の調査は，通常通り殺ダニ剤が散布されている園

地で実施したため，カブリダニ類とハダニ類の動態につ

いて，明確な傾向は観察されなかった.しかし本研究

の結果に基づき， 8月以降のカブリダニ類の密度を高め，
ハダニ類の密度増加を抑制できれば，ハダニ類を対象と

した防除回数を削減できる可能性がある.今後はそのよ

うな防除体系の確立に向けた検討が必要である.
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